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また，以下の Jung の文献については，Journal of analytical psychology の文献の記載に








































う Jung の見解が明確になったといえよう。 





Nietzsche の代表作を通して，身体に関する Jung の見解が多く語られており，「Jung が
サトル・ボディの概念について，CW よりも完全な形で展開している」（Schwartz-Salant, 
1986）という点で，貴重な文献だといえる。このセミナーの初期に Jung(1934/1988)は，
精神 spirit と身体 body の関係について「身体が過剰になれば精神が死ぬ。精神が過剰に
なれば，身体が死ぬ。その二つの要因の間には変化していく均衡のようなものがある」
(p.177)と指摘する。また Jung(1935/1988)は，Nietzsche が物質主義的であるかのように













いう場合は，心理的なものと見なされるが，「生理的無意識 physiological unconscious 
(p.441)」，いわば「身体的無意識 somatic unconscious (p.441)」と見なすことができると
いう。この「身体的無意識」は，Jung の身体観を理解するうえでの鍵となる視座の一つ






この 1935 年のセミナー（pp.441-442）の中で Jung は，グノーシズムの心身理解を三
層構造として図示した(図１)。一番下層の sarx, hyle はいずれも身体の呼称であり，上層





animus, pneuma, spiritus 
spiritual unconscious, shen, 
       anima, psyche 
 somatic unconscious,subtle body, kuei 
Body, sarx, hyle 
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 身体的無意識          スピリチュアルな無意識 
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錬金術への関心を深めたこの時期，Jung は，「On the nature of the psyche」(1947/1960)
という論文の中で，無意識に「類心的 Psychoid」レベルが存在するという仮説を提案した
(para.368)。この類心的 Psychoid とは，元々Jung による概念ではない。Jung によると，
Driesch が胚細胞の「反応決定要因」として提唱した「the psychoid」という概念につい









実は結合しているとした Jung(1935/1988)の主張が，ここで「類心的無意識 Psychoid 
Unconscious」という考えに結実したといえよう。 














無意識的なものであり，自発的な作用 agencies として体験される以上，この Psychoid 的
なものとして捉えられると論じている(para.420)。このように，Jung の後期の論述におい
て，Psychoid という視点が大きな位置を占めているといえよう。 
ここで，Jung が Psychoid という概念と密接に関連付けた「共時性」とはどのようなも
のであろうか。Cambray(2009)によると，共時性という分析心理学独自の視点の萌芽は
1920年代後半ごろから見られるが，正式に共時性 synchronicityについて発表されたのは，
Jung が 1951 年のエラノス会議で行った「共時性について On Synchronicity」という講
義においてである。翌年その講義内容を広げた「共時性―非因果的連関の原理」
（Jung,1952/1960）という論文が出版され，その後，この論文とノーベル賞を受賞した
Pauli の論文を合わせて，「自然現象と心の構造―非因果的連関の原理」(Jung & 
Pauli,1955/1976)が発表されている。共時性とは，「意味のある偶然の一致(meaningful 
coincidence)つまり非因果的連関（acausal connection）」「非因果的連関の原理 acausal 






























体的症状を心的要因に因果的に従属するものと見なす傾向は，1960 年代までおよそ 40 年
間支配的だったが，その後精神薬理学，精神外科学，生化学における発展とともに，身体
の心に対する先行性を認めるような潮流が再び主流になりつつあることを指摘している。
この Meier の指摘がなされたのは 1963 年と，50 年以上前のことであるが，身体が心の原
因であると因果的に捉える視点は，その後の脳科学の飛躍的な発展とともに，現在に至る























象として理解されるという Meier の主張が展開されている。当初 Jung(1952/1960)が共時
性を定義した際には，非常に稀な偶然の一致を具体例として挙げているが，その共時性と
いう概念を，心身症という広く見られる現象に適用しようとしたのが Meier なのである。 
以上のように，心身の相関を共時的な視点から捉えることの重要性を指摘したのは，
Meier が初めてであり，その意義は大きい。この論文が公刊される以前の 1950 年の段階







70）と述べている。すなわち，これは Meier の見解に反対していた Jung が，1952 年の
段階においては，Meier の見解の意義を認め，自らの意見を修正する必要性を明言した記

































めに，Journal of Analytical Psychology, Spring といった分析心理学の国際学術誌につい
13 
 
て，body/ bodily，soma/somatic，physical，psychosomatic，cancer, HIV, terminal, illness, 
disease など，身体や病を意味する語を可能な限り多様な形で入れ，検索を行った。Journal 
of analytical Psychology については，1955 年以降の全ての論文について，タイトル，キ

















Fordham は，Jung も Meier も，依然として心と身体が別々の実体であるかのように考え
ていると批判し，新たなアプローチは，心身双方を含めた自己という，自らが提唱した理






























































己 self による養育者 caregiver に対する象徴的なコミュニケーションとして見なすことが
できると論じた。その後 Kradin(2011)は，心身症の患者が自己探求するのを援助するため
には，分析家は患者の体性感覚的な体験世界に入り込む能力を発達させなければならない










た Lockhart(1977)や Cahen(1979), Sabini& Maffly(1981), ターミナル期の夢について論
じた Welman& Faber(1992)や Schaverien（2006），HIV の夢分析である Bosnak(1989), 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































桑原晴子(2013). 摂食障害を抱え，自分らしく生きる基盤を模索した 10 代のクライエン




































































































































第 4 節 研究 1 のまとめ 
 






とし，3 つの事例について検討を行った(以下，事例の敬称は省略する)。これら 3 つの事



























































まず事例 A と事例 B の比較では，事例 A では 3 つの次元がいずれも同程度の重みを持

































































深く関わることを指摘している。そして，Jung の無意識の心理学は，「an emerging 
description of the world in which the psychological and the physical are inextricably 
intertwined 」つまり，「心理的なものと物理的なものとが密接に絡み合った世界に関する
創発的な説明(筆者訳)」と関係するのだと Cambray は指摘する。ここでは，Cambray が
かつて物理学者であったことから「物理的」と翻訳しているが，「the physical」は，同時
に「身体的なもの」をも意味する言葉である。 
また Colman(2011)は，共時性の本質を「超越的意味の体験 an experience of 
transcendent meaning」と位置付けている。つまり，相対立するものをつなぎ，そこから
主体にとって，新しい第三の「意味 meaning」を体験していくことが共時性の本質である




いる。ここで Jung が用いているのは「how much these inner experience meant to my 
patients」という記述であり，明らかに Colman(2011)が論じたように，クライエント一人
一人にとっての「意味 meaning」を指していると考えられる。 






























































































































において複数の論考が見受けられる(Meekums, 2007; Forester,2007; Vulcan,2009 他) 。
また，PsycINFO によって「体現的逆転移 embodied transference」というキーワード
で検索される論文は，大半が Journal of Analytical Psychology 掲載の分析心理学の論文
である。さらに，「身体的逆転移 somatic countertransference」というキーワードで検索






























Ⅱ 事例の概要と考察   
以下に，セラピストに身体的逆転移が生じた２つの事例を vignette 形式で提示する。な
お，本論文は，「面接場面で立ち現れる身体症状―イメージと関係性の視座から」というタ






事例 D 思春期女子 
＊以下事例は非公開とする。 









































事例 E 青年期男性 
＊以下事例は非公開とする。 
















































































































































第 2 節 アウトリーチモデルの心理臨床における身体的逆転移 
 
Ⅰ はじめに 
これまで第２章（研究１）および第 3 章第 1 節（研究２－１）で検討してきたのは，全



































































































































事例 F 思春期男子 
＊事例は非公開とする。 
事例 F の考察 
＊事例の考察は非公開とする。 
（２）セラピストの身体的変化とイメージが共時的に生じた事例 
事例 G 思春期男子 
＊事例は非公開とする。 























が，事例 F，事例 G のいずれとも関係性を築く契機となっている。そのように，セラピス
トの側が身体的逆転移の体験をかなり積極的に言語化して提示している点は，相談室モデ








本研究の事例 F は早期のトラウマが明確に認められたものの，事例 G に関しては特にトラ
ウマという視点は当てはまらない。しかし，早期のトラウマの有無にかかわらず，象徴化



















るという点では，相談室モデルの事例 D や事例 E との共通点が見出される。事例 G の場



































































































































お，Jacoby が基づいた Jung のオリジナルな図では，クライエントの部分が「錬金術師」，
セラピストの部分が「妹」，そして錬金術師の無意識の部分が「アニマ」，妹の無意識が「ア
ニムス」となっている。 











クライエントの無意識                    セラピストの無意識 
   注：両矢印はお互いに影響を及ぼす，という意味を表す。また，Jacoby(1984)では「自我」となっていたものを
「意識」と変え，また「患者」を「クライエント」，「分析家」を「セラピスト」と置き換えている。 













           クライエントのこころ（意識） 
                   
                                 
クライエントのイメージ                   クライエントのからだ          
                                                                   
               
セラピストのこころ（意識） 
     
セラピストのイメージ                     セラピストのからだ 
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